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スの排出量を 2050 年時点で 2000
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れている。しかし、2010 年 12 月
にメキシコのカンクンで開催され












し、CDM を利用した CO2 回収・
貯留を実現するために、今後なす
べきことを提言する。














































　2008 年 3 月、経済産業省は、世
界全体の温室効果ガスを現状に比





革新技術」21 テーマの 1 つに挙げ
られている。





































































間 100 万 t のペースで、これまで
に累計 1100 万 t を貯留し、貯留し
た CO2 は数 km の範囲に拡散して
いることが確認されている 15）。








内法を制定した 16）。一方 EU では、
欧州エネルギー（経済）回復計画
（The European Energy Recovery 


































































































































































































る 21）。これは、2010 年 12 月現在
の欧州での CO2 排出量取引価格 
10 ～ 15 ユーロ /t（約 1,100 ～ 1,700
円 /t）に比べるとはるかに高い。石
炭火力発電のコストは 6 円 /kWh
程度だが、CO2 回収・貯留コスト
























域（海底下）合わせて約 1,460 億 t と
されている 24）2006 年の年間排出


























1000MW のプラント 1 基から、年
間約 500 万トンの CO2 が発生する
ことから、上記の 1 箇所 の CO2 平
均貯留容量は、1000MW の石炭火
力発電プラント 1 基の 10 年分に相
当する。国内には現在、主力の発
電出力 500MW ～ 1050MW の石炭
火 力 プ ラ ン ト が 計 40 基 あ り、











































2）28）。RITE に よ れ ば、 世 界 の
CO2 の地下貯留のポテンシャルを
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　なお、2011 年 1 月時点で、2712
件のプロジェクトがすでに登録さ
れており、2012 年分までの累計で
19.7 億トン分の CO2 の削減クレ
ジットが産み出されてきた。さら
に、2030 年までには累計で 77 億
トン分の CO2 の削減クレジットが
発行される予定である。このほか
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度か提出されている。2005 年 9 月
に、三菱 UFJ 証券（株）から、油・
ガス層への貯留を対象とした方法












（Subsidiary Body for Scientific and 
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